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あんしん

あったか よく
あそぶ

みんなが
つながる

　市では、平成 28 年度から、安心して子どもを産み、育てることのできる地域づくり、人づ
くり、基盤づくりの取り組みを重ね、このたび「みんなでつくる瀬戸内市のこどもひろば基本
計画」が完成しました。今回は、基本計画の概要をご紹介します。

「こどもひろば」の基本計画が
完成しました！

＜４つの基本方針＞
市全体が子どもの遊び場、みんなの
居場所であると位置付け、遊ぶこと
で人と人、人と地域がつながる場、
みんなで子どもを育て、自らも育つ
場づくりに取り組みます。

●基本理念は、「外遊びを楽しむまち。瀬戸内市」
　本計画の計画期間は、令和２年度から６年度
までの５カ年です。基本理念である「外遊びを
楽しむまち。瀬戸内市」の実現に向けて、外遊
びを通じた子どもの育ちや保護者の子育て支援
を行います。

●瀬戸内市全体が子どもの遊び場
　子どもの生活圏内に、遊び道具や材料を載せた移動遊び
場（プレーカー）を運行します。安心して自由に遊べる場
や機会をつくる「こどもひろば」を開催することで、既存
の公園の活性化や地域の多世代交流による遊び場となるこ
とを目指します。
　また、「こどもひろば」が持続していくための人・もの・
資金に着目した仕組みづくりや、子どもの視点で環境づく
りを進めます。
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　現在、新型コロナウイルス感染
症の状況が収束した後に「こども
ひろば」を安全に開催できるよう、
スタッフ全員で準備を進めています。
　今後の「こどもひろば」の開催
予定や、自宅でもできる遊びなど
を発信する「瀬戸内市こどもひろ
ば」のFacebookを始めましたの
で、ぜひご覧ください！

　こども政策課
☎０８６９-２４-８０１５
問

こどもひろばＱ＆Ａ

　「こどもひろば」とは、場所ではなく取り組みのことをいいます。
　地域資源を活用し、子どもを中心に多世代が交流しながら関わり、
育つ場のことです。遊び場になれば、どこでも「こどもひろば」に
なります。

「こどもひろば」はどこにあるの？

子どもや子育て世代だけが対象なの？
　瀬戸内市の全ての市民が対象です。赤ちゃんからお年寄りまで皆
さんが外遊びを体験・参加し、関わり見守るまちを目指しています。

移動遊び場（プレーカー）ってどんなもの？
　地域の広場などに出向いて行って、持ち込んだ材料や遊び道具を
使って「こどもひろば」を開催する車両のことです。プレーカーに
はスタッフが同乗して、地域の特性に合わせた「こどもひろば」を
開催します。

今後の予定

瀬戸内市こどもひろば
Facebook
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踟
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史
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。
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踟
供
養
の
沿
革
や
現

状
な
ど
を
調
査
し
、
今
年
３
月
末

に
報※
１
告
書
が
で
き
ま
し
た
。
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熱
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２
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踟
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踟
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。

　
そ
の
他
に
も
、
弘
法
寺
踟
供
養

は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
の
史
料
に
「
来ら
い
ご
う迎

供
養
」

「
如
に
ょ
ほ
う
き
ょ
う
ぎ
ょ
う
ど
う

法
経
行
道
供
養
」「
大
法ほ
う
え会




